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胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
に
つ
い
て

質
問  

胃
が
ん
の
主
原
因
と
言
わ
れ
る

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
調
査
が
で
き
る
「
胃

が
ん
リ
ス
ク
検
診
」
を
市
の
特
定
健
診

の
中
に
加
え
て
は
ど
う
か
。

答
弁  

国
が
示
す
「
が
ん
予
防
重
点
健

康
教
育
及
び
が
ん
検
診
実
施
の
た
め
の

指
針
」
に
基
づ
き
、
胃
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
、
国
よ

り
新
た
な
指
針
が
示
さ
れ
た
段
階
で
対

応
し
た
い
。
昨
年
２
月
か
ら
ピ
ロ
リ
菌

除
菌
治
療
が
保
険
診
療
の
対
象
と
な
っ

た
の
で
、
市
民
へ
「
胃
が
ん
リ
ス
ク
検

診
」
の
情
報
提
供
を
し
て
い
き
た
い
。

不
育
症
支
援
に
つ
い
て

質
問  

流
産
や
死
産
を
繰
り
返
す
不
育

症
は
、
原
因
に
合
わ
せ
た
治
療
法
で
８

割
の
方
が
出
産
で
き
る
と
聞
く
が
、
一

般
に
周
知
度
が
低
く
、
悩
ん
で
い
る
人

が
い
る
。
不
育
症
支
援
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
。

答
弁  

不
育
症
に
対
す
る
理
解
や
認
知

度
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
市
民
へ

の
啓
発
に
努
め
た
い
。

公
共
施
設
の
表
示
に
つ
い
て

質
問  

安
田
・
笹
神
支
所
の
入
口
正
面

の
石
碑
の
表
示
が
安
田
町
役
場
、
笹
神

村
役
場
と
旧
表
示
の
ま
ま
で
あ
る
。
石

碑
の
脇
に
プ
レ
ー
ト
で
閉
庁
記
念
の
説

明
を
記
し
た
も
の
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。

答
弁  

今
の
と
こ
ろ
表
示
の
入
れ
替
え

は
考
え
て
い
な
い
が
、
プ
レ
ー
ト
案
も

含
め
た
中
で
検
討
し
た
い
。

地
場
産
業
の
育
成
に
つ
い
て

質
問  

青
森
、
北
海
道
か
ら
国
の
文
化

財
の
修
復
に
あ
た
り
、
屋
根
瓦
に
安
田

瓦
が
葺
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、

安
田
瓦
協
同
組
合
に
照
会
が
あ
り
対
応

中
と
聞
く
。地
域
ブ
ラ
ン
ド
認
定
瓦
を
、

先
人
が
拓
い
た
東
北
地
方
へ
の
商
圏
拡

大
の
機
会
で
あ
り
、
行
政
の
後
方
支
援

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
弁  

北
海
道
や
東
北
地
方
に
最
も
近

い
瓦
産
地
と
し
て
積
極
的
な
営
業
活
動

が
必
要
と
の
認
識
で
あ
り
、
市
の
支
援

に
つ
い
て
、
安
田
瓦
協
同
組
合
と
協

議
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
た

い
。

行
政
上
に
つ
い
て

質
問  

毒
蛾
の
一
種
の
マ
イ
マ
イ
ガ

が
、
大
量
発
生
。
対
応
対
処
は
適
切
で

あ
っ
た
の
か
。
駆
除
方
法
は
。

答
弁  

電
柱
に
ガ
が
大
量
に
寄
っ
て
来

て
白
い
卵
の
塊
を
無
数
に
生
み
付
け
異

様
な
光
景
。
対
応
等
は
自
治
会
を
通
じ

回
覧
文
書
に
よ
り
駆
除
方
法
に
つ
い
て

周
知
し
た
。
機
器
貸
出
し
、
薬
剤
の
補

助
等
考
え
て
い
る
。

質
問  

人
口
減
の
た
め
、
全
国
的
に
自

治
体
が
半
減
・
消
滅
の
危
機
。
最
大
の

課
題
で
あ
る
。
な
ぜ
真
面
目
に
取
り
組

む
こ
と
を
怠
っ
て
来
た
の
か
責
任
重

大
。
こ
の
点
場
当
た
り
主
義
的
政
策
の

た
め
、
社
会
に
与
え
る
経
済
に
も
多
大

な
影
響
は
甚
大
な
損
害
。
見
解
を
。
す

べ
て
が
歯
車
が
噛
み
あ
わ
ず
、
地
方
は

疲
弊
し
元
気
が
出
な
い
。
大
胆
か
つ
大

局
的
転
換
を
求
め
る
が
、
目
的
目
標
、

対
策
対
応
を
市
民
に
示
す
必
要
が
あ

る
。
答
弁
を
。
方
法
は
い
く
ら
で
も
あ

る
。
や
る
気
と
行
動
を
と
る
な
ら
ば
不

可
能
は
な
い
。
更
に
財
政
力
基
盤
の
強

化
。税
体
系
を
ど
う
す
る
か
。市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
は
一
刻
も
許
さ
れ
な
い
。

こ
の
件
に
ど
う
向
き
あ
う
か
覚
悟
と
答

弁
を
。
阿
賀
野
市
に
は
立
派
な
資
源
が

豊
富
に
あ
る
。
以
前
か
ら
再
三
再
四
、

二
十
数
年
以
上
前
か
ら
後
継
者
嫁
婿
問

題
に
触
れ
て
き
た
と
こ
ろ
。
一
向
に
真

剣
に
取
り
組
む
事
は
な
か
っ
た
。
そ
の

つ
け
は
大
き
い
。
行
政
マ
ン
と
し
て
ど

う
説
明
、
本
気
度
は
あ
る
の
か
。

答
弁  

人
口
変
化
率
か
ら
し
て
あ
る
意

味
警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
と
捉
え
て
い

る
。
雇
用
環
境
充
実
、
非
正
規
社
員
の

低
賃
金
改
善
。
国
と
地
方
の
役
割
分
担

明
確
化
。
出
会
い
・
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
支
援
が
重
要
。
地
域
医
療
体
制
の

確
立
を
目
指
し
、
防
災
行
政
無
線
、
河

川
改
修
等
で
防
災
強
化
を
図
る
。
特
別

保
育
の
充
実
、
子
ど
も
た
ち
の
校
外
活

動
支
援
、
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
等
を

図
る
。

意
見  

局
面
を
直
視
し
、
小
手
先
だ
け

で
な
く
一
過
性
に
終
わ
る
こ
と
な
く
持

続
可
能
な
施
策
を
取
り
、
将
来
を
描
け

る
青
写
真
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
早

急
に
構
築
を
。

無会派 山賀　清一

安
倍
内
閣
の
『
地
方
創
生
』

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

推
進
本
部
」
設
立
、
開
催
に

当
市
の
対
応
に
つ
い
て

質
問  

日
本
創
生
会
議
が
「
数
年
後

30
％
の
地
方
自
治
体
が
消
滅
す
る
。」

ま
た
、「
こ
の
ま
ま
の
地
方
経
済
で
は

爆
増
す
る
高
齢
社
会
に
対
応
出
来
な

い
。」
と
、
地
方
版
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

当
市
が
抱
え
る
数
点
の
諸
施
策
の
対
応

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

①
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
問
題　

②
地
域
経
済
活
性
化
へ
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
も

含
め
）
施
策
プ
ラ
ン　

③
効
率
的
市
役

所
内
機
構
改
革　

④
市
長
自
身
の
基
本

的
姿
勢
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）《
対
話
と
共

感
》
か
ら
《
決
断
と
実
行
》
へ
は
ど
う

か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
早
急
に
プ
ラ
ン

を
政
府
に
ア
ピ
ー
ル
せ
ず
ば
取
り
残
さ

れ
る
と
思
う
が
、
伺
う
。

答
弁  

各
省
庁
の
次
年
度
の
概
算
要
求

の
内
容
を
十
分
精
査
し
、
支
援
策
を
有

効
な
活
用
に
導
き
た
い
。
当
市
も
２
０

４
０
年
に
は
20
歳
か
ら
39
歳
の
女
性
が

約
半
減
と
な
り
、
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
。
若
者
定
住
対
策
を
強
力
に
推
し
進

め
た
い
。

　

24
年
度
か
ら
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、

25
年
度
に
は
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」、

26
年
度
に
は
「
次
期
総
合
計
画
」
の
策

定
に
着
手
す
る
。

　

組
織
の
本
質
を
見
極
め
機
構
改
革
を

継
続
的
に
行
う
。

　

農
業
振
興
事
業
で
交
流
人
口
の
増
と

活
性
化
に
努
め
た
い
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、
信
念
を
持
っ
て

事
に
あ
た
り
た
い
。

「
都
市
計
画
」
に
つ
い
て

質
問  

昭
和
31
年
に
策
定
し
た
「
都
市

計
画
」
は
60
年
が
経
過
し
、
大
部
分
が

変
更
と
廃
止
だ
。
最
重
要
案
件
の
駅
前

通
り
の
拡
幅
・
整
備
計
画
の
要
望
は
、

い
か
が
に
お
考
え
か
伺
う
。

答
弁  

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

最
重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

地
域
の
活
性
化
に
欠
く
こ
と
の
出
来

な
い
事
業
で
あ
る
。
県
に
粘
り
強
く
要

望
し
て
い
る
。

無会派 遠藤　智子

阿賀野クラブ  中島　正昭

総務文教常任委員会常任委員会の活動

　

東
御
市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
子
ど
も
た
ち
が

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
（
東
御
市
に
お
い
て
は
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
批
判
的
に
読
み
解
く
能
力
」
を

指
す
）
を
身
に
つ
け
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
被
害
者
、

加
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
育
委

員
会
が
連
携
し
、「
子
ど
も
へ
の
教
育
」「
保
護
者
へ
の

啓
発
」「
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
養

成
」
を
柱
に
事
業

展
開
し
て
い
ま

す
。

ネ
ッ
ト
遊
び
が
将

来
の
進
学
や
就

職
、
結
婚
に
ま
で

大
き
な
支
障
を
き

た
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ネ
ッ
ト
問

題
に
向
き
合
う
こ

と
は
、
子
育
て
教
育
の
一
環
で
、
情
報
化
社
会
の
課
題

も
多
い
で
す
。
子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
、
発

達
が
保
障
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
よ
う
、
東
御
市
か
ら
ど

う
学
ぶ
か
、
大
き
な
課
題
を
感
じ
ま
し
た
。

　

各
支
所
と
も
昨
年
か
ら
３
人
減
の
６
人
体
制
で
厳
し

い
中
、
と
き
に
は
本
庁
か
ら
の
応
援
体
制
に
よ
り
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
支
所
は
行
政
の
大
事
な
末
端
機
関

で
、
市
民
の
要
望
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
安

易
に
人
員
削
減
す
る
の
で
は
な
く
、
業
務
の
効
率
化
、

バ
ラ
ン
ス
良
い
職
員
配
置
の
検
討
な
ど
、
市
民
に
迷
惑

が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
引
き
続
き
努
力
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
（
長
野
県
東
御
市
）

支
所
の
組
織
体
制
見
直
し
後
の
状
況
に
つ
い
て

東御市視察のようす

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
12
月
定
例
会
ま
で
）

あ
が
の
市
民
活
動
補
助
金
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

平
成
26
年
７
月
7
日
に
先
進
地
研
修（
長
野
県
東
御
市
）、7
月
23
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
７
月
7
日
に
先
進
地
研
修（
長
野
県
東
御
市
）、7
月
23
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。


